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第２章 

自社分析をしてみましょう 

Ⅰ．自社分析が取組の第一歩  
 

１  女性活躍推進の取組にあたって 

 女性活躍推進の取組には、入り口段階である「採用」フェーズでの男女の隔てない優秀な人材の確保、

女性が結婚・出産・子育てをしながらも「就業継続」をすることができる環境づくり、男女を問わず

「能力開発」「キャリアアップ」を図りながら活躍できる仕組みの構築など、様々な角度からのアプロ

ーチが考えられます。 

 このような取組を効果的に進めていくためには、企業における関連制度の導入や運用のノウハウを、

従業員のニーズを踏まえながら高度化していくことが求められます。そのための第一歩として、自社

における女性従業員の仕事と家庭との両立の実態や就業意識等を十分に把握し、女性が活躍するため

の働きやすい制度や職場環境のあり方について、従業員がどのような要望を持っているのか、どのよ

うな点で阻害要因を感じているのか等の分析を行うことが重要となります。 

 自社分析にあたっては、経営層や女性活躍推進担当者の中で検討を行うだけではなく、従業員や管理

職を巻き込み、それぞれの目線からの声を拾うことで、それぞれの立場の間にどのようなギャップが

存在するのかを確認することが必要です。「経営層・女性活躍推進担当者」、「管理職」、「従業員」の３

者から情報を収集し、比較分析を行うことによって、より構造的に自社における女性活躍の現状と課

題を把握することが可能となります。 

 また、こうした自社分析の過程そのものが、「従業員とともに、女性の活躍推進に取り組む」という経

営トップの姿勢を発信し、企業側と従業員側の意識をすり合わせるという、取組の第一歩にもつなが

るでしょう。 

 

 
 

 

 



 19 

Ⅱ．「広島県版 女性の活躍診断ツール」を活用してみましょう 
 

はじめに  診断ツールの活用について 

       「広島県版 女性の活躍診断ツール」開発の背景 

◆ 広島県では、平成 25 年度に県内企業 144 社を対象に女性の就業継続に関する調査を実施しました。

その結果、女性の活躍促進に向けた企業経営者と女性従業員の意識やニーズ等の間にギャップがあるこ

とがわかりました。 

◆ そこで、このギャップに着目し、女性の活躍推進における課題抽出手法の確立及び課題解決に向けた企

業と従業員の協働した取組につなげるための「広島県版 女性の活躍診断ツール」（以下「診断ツール」

という。）を平成 26 年度に開発することとしました。 

◆ 診断ツールの開発にあたっては、県内企業 13 社の協力を得て調査分析を行い、業種や規模に応じた企

業の立ち位置や、従業員ニーズとのギャップ解消のプロセスについて検証しました。 

【診断ツールの開発にあたり調査分析に協力をいただいた企業の業種・規模】 

① 業種別内訳：製造業 3 社、卸小売業 3 社、医療・福祉 4 社、サービス業（事務系）2 社、 

サービス業（技術系）3 社 ※複数の業種にかかる企業もあるため全体数 13 社に一致しない 

② 従業員規模：50 人以下 2 社、100 人～299 人 3 社、300 人～499 人 3 社、 

        500 人～999 人 2 社、1,000 人以上 3 社  

       診断ツールの概要 

 診断ツールは、自社における女性活躍の現状や関連施策に対する認識等について、「企業の経営者・女

性活躍推進担当者」、「管理職」、「従業員」の 3 者の意見を把握し、主に企業と従業員のギャップに着

目して現状と課題をあぶり出すことを目的としています。 

 診断ツールでは、「企業の経営者・女性活躍推進担当者」、「管理職」、「従業員」の３者に対して共通の

調査票を用いたアンケート調査を実施し、その回答結果を点数化することによって、全体的な傾向の

評価やギャップに着目した分析を行います。 

 診断結果に表れる全体傾向やギャップの有無は、女性の活躍推進にあたっての自社の現状、強みや弱

みのポイントなどを把握するための材料となります。この診断結果をもとに、自社が取り組むべきポ

イントや具体的な施策を検討し、アクションプランを作成しましょう。 

 また、診断ツールを用いた現状分析を、取組のスタート時点だけでなく、定期的に実施することによ

って、取組の進捗状況や成果をはかるためのベンチマークとして活用することも可能です。 

       診断ツールによる分析のながれ 

 診断ツールを用いた分析は、次の①から⑥のステップで実施します。 

 実施にあたっては、まず、社内で調査の企画から実施・分析までを統括する調査担当者（女性の活躍

推進担当者や人事担当部署など）を決定し、各ステップの解説にしたがって診断ツールの操作を行っ

てください。 

※ 以降、調査担当者が実施していただく手順について、ご説明します。 
 

① 調査の枠組みの決定 

② アンケート調査票の作成 

③ アンケート調査の実施 

④ 調査データシートへの入力 

⑤ 企業情報の入力 

①  分析の実施 
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 診断ツールは Microsoft Excel のマクロ機能を利用したプログラムです。ファイルを開いたトップペ

ージから、①から⑥までの各ステップで利用するシートに移動することができます。 

 

診断ツールは次の URL からダウンロードしてください。 

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/hint/tool.html 

  なお，診断ツールの活用に当たってはＱ＆Ａ（Ｐ154）を参照してください。 

 

「診断ツール」のトップページ 

 

 

１  調査の枠組みの決定 

 分析の実施にあたり、まず始めに、自社分析のターゲットを決定しましょう。 

「まず自社としての全体的な現状を把握したい」場合には全社を対象に、「特に女性活躍を推進したい

部署等がある」などの場合には、特定部署に限定して調査対象者を設定しても構いません。 

 上記をもとに、アンケート調査の対象とする調査対象者「企業の経営者・女性活躍推進担当者」、「管

理職」、「従業員」を決定します。 

 調査対象者数に下限・上限などの制限はありませんが、できるだけ多くの方の協力を得て調査を

行った方が、より自社の現状に近い有意な診断結果を得ることができます。 

 「従業員」の調査対象者として男性従業員も含めれば、男女の意識の差をみることができます。 

調査対象者の設定 

経営者・女性の活躍推進担当者  人  

管理職  人  

従業員 （男性）  人 （女性）  人 

 

診断ツールのトップ

ページにある①～⑥

のそれぞれのボタン

を押すと該当ページ

に移動します。 
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 診断ツールでは、アンケート調査に回答してもらう調査対象者について、男女、年齢、職階（経営者

／女性活躍推進担当者、管理職、従業員）、部門、職種、雇用形態、自身の状況（子育てをしている／

いない）、将来の希望（管理職に将来チャレンジしたい／したいとは思わない）の区分を設けています。

また、「自由設定」の項目では、必要に応じて、既定の属性区分には含まれていない任意の区分（例：

詳細な所属情報、家族の状況、○○の希望など）を設定することができます。 

 

 

属性情報の設定画面 

 
 

 

 

２  アンケート調査票の作成 

 ①で属性情報を入力したら、トップページから「アンケート調査票出力」ボタンを押して調査票シー

トに移動してください。 

 アンケート調査票は、回答者が自身の属性等を回答するフェースシートと、女性活躍に関する 66 の

質問項目に「そのとおりだ」から「まったくあてはまらない」までの５段階で回答者の考えを選択し

てもらうパートの２つに分かれています。また、最終ページでは、回答者に女性の活躍推進に対する

考えを自由に記入してもらう自由記述欄を設けています。 

 フェースシートの内容に間違いがないかを確認の上、アンケート調査票の印刷を行ってください。 

 

 

自社に合わせて 

部門、職種を入力 

してください。 

「自由設定」は 

任意の項目です。 
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アンケート調査票（フェースシート） 

 

 

アンケート調査票（質問項目） 

 
 

 

質問項目パートは

既定の調査票が表

示されます。 

 

「部門」「職種」「自由

設定」には、ステップ

①で入力した属性情報

が反映されます。 
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３  アンケート調査の実施 

 作成したアンケート調査票を①で決定した調査対象者に配布し、回答・提出を依頼します。 

 なお、調査対象者には、自身の職階に基づいて回答するよう促してください。 

 アンケート調査は匿名式（回答者の氏名を記載しない）調査ですが、調査内容にはセンシティブな内

容も含まれるため、調査実施時には回答内容が周囲の関係者（例：上司、同僚など）に漏れてしまう

ことがないよう、十分な注意を払うことが大切です。アンケート調査票と一緒に封筒を配布する、回

収ボックスを用意するなど、回答者の匿名性を保つ工夫をすることで、調査票に回答者の率直な考え

を回答してもらうことができます。 

 

 

４  調査データシートへの入力 

 回収した調査票をもとに、回答内容を調査データシートに入力します。 

 

調査データシートの入力画面 

 

 

 

 

 

 

５  企業情報の入力 

 「企業情報」は、女性の活躍推進に関する自社の取組状況を他の企業（全国、同業種、同規模など）

の取組状況と比較するために必要な情報です。自社の取組状況などに詳しい者が入力してください。 

 トップページから「⑤企業情報の入力」ボタンを押して企業情報シートに移動し、設問にしたがって

当てはまる自社のデータを入力してください。 

なお、不明な点がある場合には未記入のまま残すことも可能です。その場合、該当欄は自社グラフが

表示されないか、「０」（ゼロ）の数字が表示されます。 

 

 

回答者ごとに一行を使い、アンケート調査票の回答の選択肢番号を入力します。 

無回答の項目がある場合には空欄にします。 
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企業情報の入力画面（１） 

 
 

 

「業種」「企業規模」に入力されたデータをもとに、同業種

や同規模の企業の平均値との比較を行います。 
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企業情報の入力画面（２） 

 
 

 

自社のデータ

を入力してく

ださい。 
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企業情報の入力画面（３） 

 
 

 

 

 

 

 

 

自社に当ては

まる選択肢を

選んでくださ

い。 
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６  分析の実施 

 ⑤までのステップが完了したら、実施日を入力の上、トップページから「分析を実施」ボタンを押し、

「分析が完了しました」のウィンドウメッセージが出るまでお待ちください。 

 分析完了後、診断結果を次の 14 シートから確認することができます。診断結果シートの構成は次の

とおりです。 

 

診断結果シートの構成一覧 

診断結果シート（1） 企業情報シートの回答内容から診断した結果 

診断結果シート（2） アンケートの診断結果（総括） 

診断結果シート（3） 「Ⅰ．女性活躍推進の方針・取組体制」の診断結果 

診断結果シート（4） 「Ⅱ．両立・就業継続を支援する制度の導入と運用」の診断結果 

診断結果シート（5） 「Ⅲ．女性の活用と活躍の状況」の診断結果 

診断結果シート（6） 「Ⅳ．能力開発・キャリアアップ」の診断結果 

診断結果シート（7） 「Ⅴ．公平な評価・処遇」の診断結果 

診断結果シート（8） 「Ⅵ．管理職等への登用」の診断結果 

診断結果シート（9） 「Ⅶ．女性が活躍できる職場風土・職場環境」の診断結果 

診断結果シート（10） 「Ⅷ．管理職のマネジメント」の診断結果 

詳細結果シート（1） 職階別の集計結果（全体表） 

詳細結果シート（2） 管理職の属性別の集計結果（全体表） 

詳細結果シート（3） 従業員の属性別の集計結果（全体表） 

詳細結果シート（4） 経営層の属性別の集計結果（全体表） 

 

 

 診断結果シート（１）は、企業情報から自社の女性活躍推進に関する取組状況を他の企業（全国、同

業種、同規模など）の平均値と比較した結果を表示します。自社グラフを確認し、相対的に見た自社

の取組状況を確認して下さい。 
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診断結果シート（１） 
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 診断結果シート（２）は、「経営者・女性活躍推進担当者」、「管理職」、「従業員」を対象に実施したア

ンケート調査の結果をもとに、次の８つの診断領域に分けて３者の現状認識の全体像を表しています。

また、（３）～（10）では、Ⅰ～Ⅷの大領域ごとに、詳細な回答結果とともに分析コメントを表示し

ます。 

大領域Ⅰ 女性活躍推進の方針・取組体制 

大領域Ⅱ 両立・就業継続を支援する制度の導入と運用 

大領域Ⅲ 女性の活用と活躍の状況 

大領域Ⅳ 能力開発・キャリアアップ 

大領域Ⅴ 公平な評価・処遇 

大領域Ⅵ 管理職等への登用 

大領域Ⅶ 女性が活躍できる職場風土・環境整備 

大領域Ⅷ 管理職のマネジメント 

 

 設問ごとの詳細なデータを確認したい場合には、詳細結果シート（１）～（４）で個別のデータを確

認することができます。詳細結果シートは「経営者・女性活躍推進担当者」、「管理職」、「従業員」に

分け、属性区分別のクロス集計を行った結果を表しています。 

 

 

診断結果シート（２） 
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診断結果シート（３）～（10） 
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詳細結果シート（１） 

 
 

詳細結果シート（２） 

 
詳細結果シート（３） 

 
 

詳細結果シート（４） 
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Ⅲ．診断結果を取組につなげる  
 

１  「診断ツール」の診断結果をよむ 

 診断ツールの診断結果は、「経営者・女性活躍推進担当者」、「管理職」、「従業員」のそれぞれが自社に

おける女性活躍の現状や関連施策の取組等に対してどのような認識を持っているかについて、３者の

間のギャップに着目した分析を行っています。 

 診断結果を確認するにあたって、次の点に留意して結果シートのグラフや診断コメントを読み解くこ

とで、自社における女性活躍の現状と課題を把握し、具体的な施策を検討するための「気付き」を得

ることができます。 

 

       データからみる自社の女性活躍への取組状況 

 診断結果シート（１）は、企業情報シートに入力された情報と既存統計（例：労働力調査、国勢調査、

雇用均等基本調査など）をもとに、自社の女性活躍推進に関する取組状況を他の企業（全国、同業種、

同規模など）の平均値と比較した結果を表したものです。 

 まず、「Ⅰ．基礎情報」の各項目で自社グラフを業種別平均、規模別平均、広島県平均、全国平均と比

べ、相対的に見た自社の取組状況を確認しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自社グラフの達成度はどうか？ 

 

自社と同業種、同規模の企業や全国の

企業はどの程度の水準にあるのか？ 
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 次に、「Ⅱ．環境整備の取組状況」から、女性活躍推進に関する各種制度や仕組みづくり等への取組状

況を自社と同業種、同規模、全国の企業と比較してみましょう。 

 

 

 

 

  

 

自社における取組の状況 

 

 

自社と同業種、同規模の企業や全国の 

企業が取り組んでいる割合（実施率）は 

どの程度か？ 
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       アンケート調査結果から８つの大領域別にみる全体的な傾向 

 診断結果シート（２）の 1 枚目左側にあるコメント群は、「経営者・女性活躍推進担当者」、「管理職」、

「従業員」の３者が回答したアンケート調査の結果の大領域別にコメントを付しています。平均 3.5

ポイントを評価の高低の基準としています。 

 診断結果シート（２）の 1 枚目右上にあるレーダーチャートは、「経営者・女性活躍推進担当者」、「管

理職」、「従業員」の３者が回答したアンケート調査の結果の大領域別に集計し、平均値をグラフ化し

たものです。 

 各職階のラインで描かれたレーダーチャートについて、①レーダーチャートの形（正八角形に近い形

をしているか、へこんでいる部分があるか）、②レーダーチャートの大きさ、③職階間でどのように形

や大きさが異なるか、に着目して診断結果を確認しましょう。 

 レーダーチャートが正八角形に近い場合には、女性の活躍推進に必要な要素のバランスが取れて

いる（と評価されている）と言えます。一方、正八角形からへこみが見られる部分は、自社の女

性活躍推進にあたっての弱みや阻害要因となっている可能性が高い領域を表します。 

 レーダーチャートが大きい（平均点が高い）ほど「そのとおりだ」と回答した割合が、小さい（低

い）ほど「まったくあてはまらない」と回答した割合が多いことを表します。 

 青色、赤色、緑色でそれぞれ描かれた「経営層・女性活躍推進担当者」「管理職」｢従業員｣のライ

ンに乖離が見られる部分は、職階によって現状認識のギャップが大きい領域を表します。 

 上記のような視点から診断結果を確認し、特に課題がありそうな大領域に注意を払いながら、以降の

診断結果シートを確認に進みましょう。 

 

 

 

 

  

 

③各職階のグラフが離れて 

いる部分はどこか？ 

 

 

①レーダーチャートはどの 

ような形をしているか？ 

②レーダーチャートの大きさ 

はどうか？ 
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       大領域・小領域別にみる３者の現状認識のギャップ 

 診断結果は、ⅠからⅧまでの大領域（36 ページ参照）の中で、さらに具体的な内容でカテゴリ化した

小領域（Ⅰ～Ⅷまでで全 26 領域）を設けて解説を行っています。 

 大領域・小領域ごとに見た「経営者・女性活躍推進担当者」、「管理職」、「従業員」の３者の回答結果

の平均値は、「◆領域別の平均点」の一覧表で確認することができます。 

 平均値の数字が青色で表示されている場合（4 ポイント以上）は、その領域について、取組の成

果があがっていることがうかがえます。一方、赤字で表示されている場合（2.5 ポイント以下）

には、取組に課題があることがうかがえます。 

 「職階間のポイント差」の列は、「経営者・女性活躍推進担当者」、「管理職」、「従業員」の３者の回答

結果を大領域・小領域ごとに比較し、プラスないしマイナスの差分を表示しています。プラス・マイ

ナスに関わらず、差分の数値が大きい領域については、特に注意を払って詳細結果の確認を行いまし

ょう。 

 セルが赤色に色づけされている領域は、職階間のギャップが大きい（平均点の差がプラスあるい

はマイナス 1 ポイント以上）ことを表します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、診断結果シート（２）の２枚目にある折れ線グラフには、全 26 の小領域ごとに「経営者・女

性活躍推進担当者」、「管理職」、「従業員」の３者の回答結果の平均値をグラフ化して一覧表示してい

ます。 

 大領域のレーダーチャートと同じように、①折れ線の形（直線に近い形をしているか、へこんでいる

部分があるか）、②折れ線の高さ・低さ、③職階間で乖離が見られる部分があるか、に着目して診断結

果を確認しましょう。 

 上記のような視点から診断結果を確認し、特に課題がありそうな小領域に注意を払いながら、診断結

果シート（３）～（10）の確認に進みましょう。 

 

 

赤色に色づけされている

セルがあるか？ 

 

 

平均値が青字や赤字で 

表示されている領域が 

あるか？ 
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①へこみが見られる 

部分はどこか？ 

③職階間のグラフが 

離れている部分は 

どこか？ 

②折れ線の高さ・ 

低さはどうか？ 
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       小領域別にみる具体的な診断結果と回答分布 

 診断結果シート（３）～（10）では、全 26 の小領域ごとに、具体的な診断結果に対するコメント、

回答者の分布状況、属性区分別にみた集計結果、関連領域の提案を行っています。 

 まず、全体像を把握するために、診断コメントを確認し、自社の女性活躍の現状と課題を認識しまし

ょう。「関連領域」は、診断を行っている領域の回答結果の平均値が低く、かつその領域と関連性の高

い領域においても回答結果の平均値が低い場合に表示されます。関連領域が表示されている場合には、

そちらの診断結果も十分に確認を行いましょう。 

 より詳細に調査対象者の回答結果を知りたい場合には、「回答者の分布」や「属性別の集計結果」を確

認しましょう。 

 「回答結果の分布」では、平均値でみると同じようなポイントであっても、「そのとおりだ」や「ま

ったくあてはまらない」と回答した人が多いのか、「まあそのとおりだ」「あまりあてはまらない」

と回答した人が多いのか、回答者の分布の全体像を確認できます。 

 「属性別の集計結果」の中で、属性によって大きな差が表れている要素があれば、その対象者を

ターゲットにした施策の検討につなぐ材料になります。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「関連領域」に挙げられた領域

にも留意して診断結果を確認し

ましょう。 

 

回答者の属性区分別に見た平均

値を確認できます。 

 

 

小領域ごとに見た自社の現状につい

て、診断結果から考えうる要因等の

コメントを行います。 

すべて該当するとは限りません。 

 

回答者の分布状況をグラフ

で確認しましょう。 
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２  診断結果から「取組のポイント」へ 

 診断ツールを用いた調査の実施や診断結果を読み解く作業の中から、女性活躍にかかる自社の現状と

課題を把握することができたら、弱みや課題のある領域及び対象者等を重点的な取組のターゲットと

して定め、具体的な施策の検討に移りましょう。 

 

 第３章では、診断結果をもとに取組の方法を考えるヒントとして、「取組のポイント」を解説していき

ます。第３章で解説する各項目は、次のページで示すように、診断結果シートで見てきたⅠ～Ⅷの大

領域に対応しています。診断結果からあぶり出された自社の弱みや課題に着目し、これらの点に対応

する項目を中心に読み進めてください。 

 

 また、冒頭で述べたように、女性活躍推進の取組には、入り口段階である「採用」フェーズでの優秀

な人材の確保、女性が結婚・出産・子育てをしながらも「就業継続」をすることができる環境づくり、

男女を問わず「能力開発」「キャリアアップ」を図りながら活躍できる仕組みの構築など、様々な角度

からのアプローチが考えられます。 

 

 自社の弱みや課題がどのようなフェーズにあるのかを下図のフローで確認しながら、「取組のポイント」

に挙げられた関連領域を参照し、自社でのアクションプランの検討に役立てましょう。 
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Ⅰ．女性活躍推進の方針・取組体制 

 ①女性の活用の目的・方向性の明示 
 ②男女公平な採用・育成方針 
 ③女性の活躍推進の体制構築や計画策定 
 ④女性の活躍推進に関する従業員ニーズ把握 

 

Ⅱ．両立・就業継続を支援する制度の導入と運用 

 ①両立・就業継続を支援する制度の導入状況に対する認識 
 ②両立・就業継続を支援する制度の利用しやすさ 
 ③両立・就業継続を支援する制度利用時の対応 
 ④男性も含めた働き方の見直し 

 

Ⅲ．女性女性社員の活用と活躍の状況 

 ①女性社員の活躍状況への実感 
 ②女性社員への仕事の与え方の実感 
 ③女性社員のロールモデル・メンターの存在 

 

Ⅳ．能力開発・キャリアアップ 

 ①能力開発・キャリアアップの機会の充実 
 ②教育訓練等への参加勧奨 
 ③パート等や中途採用した女性社員のキャリアアップ機会の充実 

 

Ⅴ．公平な評価・処遇 

 ①評価基準の明確化 
 ②男女公平な評価の実施 

 

Ⅵ．管理職等への登用 

 ①女性の管理職候補者の育成 
 ②男女公平な登用 

 

Ⅶ．女性が活躍できる職場風土・職場環境 

 ①女性の就業継続を当然とする風土 
 ②家庭との両立への理解と協力 
 ③男女公平な情報提供・意見聴取 
 ④男女公平な職場風土等 
 ⑤女性社員がストレスなく安心して働ける職場環境の整備 

 

Ⅷ．管理職のマネジメント 

 ①管理職（上司）における従業員の能力、業務量等の把握 
 ②管理職（上司）の的確・男女公平な指導・助言 
 ③部下の意見等に対する管理職（上司）の男女公平な対応 

 

 
 

「診断ツール」の診断結果 取組のポイント 

Ⅰ．女性活躍推進の方針・ 

取組体制を整える 

（41 ページ） 

Ⅱ．両立・就業継続を支援 

する制度を導入し利用 

環境を整える 

（54 ページ） 

Ⅲ．女性従業員の活躍を 

推進する 

（64 ページ） 

Ⅳ．能力開発・キャリア 

アップを支援する 

（68 ページ） 

Ⅴ．公平に評価・処遇する 

（76 ページ） 

Ⅵ．女性を管理職等に 

登用する 

（79 ページ） 

Ⅶ．女性が活躍できる 

職場風土・職場環境を 

整える 

（83 ページ） 

Ⅷ．管理職のマネジメント 

を高度化する 

（94 ページ） 

自社における取組課題の検討 次章へ 
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       ～検証結果：診断ツールを使った企業の取組～ 

広島県は、「女性活躍診断モデル事業」として、診断ツールを活用した女性活躍推進の実態と課題を把握

する取組を平成 26～27 年度に県内 13 の企業・法人において行いました。さらに平成 27 年度には、県

内５つの企業・法人において、平成 26 年度の診断結果を踏まえた取組の方向性を計画し、一部については

具体的な取組が始められたところです。下記にそれらの取組の具体例をいくつか示します。 

◇研修機会の充実により女性従業員のキャリアアップと社内意識改革を図る（Ａ社、製造業） 

Ａ社は、診断結果から、女性が就業継続しやすい社内風土はあるものの、①女性の活躍推進の方針・取

組体制の整備、②管理職の意識改革、③女性の管理職候補の育成の 3 点についてさらなる強化が必要で

あると捉えた。 

そこで、同社では、社内で検討した結果、次のような取組を進めることとし、平成 27 年夏以降に取組

を進めている。 

① 社員参加型のワークショップ研修で女性活躍のテーマも検討 

一般社員が所属部署を問わず参加可能な、自社の将来に向けた課題について考えるための社員参加

型のワークショップ研修を開催。同研修では、事前に参加者に対して行ったアンケートの結果を踏ま

えてクラス編成を行い、クラスごとに現在の課題や課題解決のための道筋を考え、検討結果について

は経営層や管理職層に向けてプレゼンテーションする。本研修のなかで、「女性活躍」のテーマを扱

うこともあり、また女性従業員が積極的に研修に参加し、経営層や管理職層にプレゼンテーションを

行うことで、女性の能力開発を促進し、社内の意識改革につながっている側面もある。 

② 管理職候補の女性従業員を対象にしたキャリアアップ研修を実施 

女性従業員のよりハイレベルの管理職への登用を目指した管理職候補者研修を実施。参加対象は現

在係長クラスの女性従業員とし、そのなかから人事部が「上司の推薦があった者」、「管理職候補者試

験の研修や試験を突破した者」、「意欲のある者」を管理職候補者として選抜した。 

◇女性社員主体の検討会議で改善提案をとりまとめ（B 社、小売業） 

Ｂ社は、診断結果から、両立・就業継続を支援する制度の導入と運用について、経営層と従業員の意識

の乖離が大きいことから、制度の内容や運用面において課題があると捉えた。そこで、女性社員が主体と

なった検討会議において、両立・就業継続を支援する各種制度の課題や改善の方向性について検討し、協

議結果をとりまとめて経営層に向けて提案することとした。 

また、両立・就業継続を支援する制度についてまとめた小冊子を作成し、各店舗及び産休対象者・育休

終了予定者に配布する方向で準備を進めている。 

◇女性の活躍促進のための専任職員の配置（Ｃ法人、介護） 

Ｃ法人は、診断結果から、職員の女性比率が高いが、仕事と家庭の両立に負担を感じている職員が少な

くなく、管理職を目指す女性職員も不足していることを課題として捉えた。そこで、研修を受けた職員を

本部に「女性の活躍促進のための専任職員」として配置し、女性の働き方に関する相談に応じたり、同専

任職員の働きかけによって各事業所代表による検討組織を結成し、上昇意欲を削ぐ問題の発掘と解決策に

ついて検討していくことを計画化した。 

 

 
 

コラム 


